
4月から「障害者差別解消法」施行4月から「障害者差別解消法」施行4月から「障害者差別解消法」施行

　差別をなくすためには、区民の皆さん一人ひとりの気遣いや心く
ばりが大切です。困っている方を見かけたら、お声がけをお願いし
ます。
※今回の法律は行政機関・民間事業者が対象であり、個人的に障
害のある方と接する場合や、個人の思想・言論は、この法律の対象
ではありません。

　4月から障害者差別の相談窓口を次のとおり開
設しています。どなたでもご相談ください。
　　障害者支援課施策推進係（区役所隣防災セン
ター2階17番）☎3647‒4749、FAX3699‒0329
　　shisaku-sui-tan@city.koto.lg.jp

区民の皆さんへ 相談窓口を開設

どんな法律なの？
　すべての行政機関と民間事業者の、障害
のある人への「不当な差別的取扱いの禁止」
と「合理的配慮の提供」を定めています。

不当な差別的取扱いとは（例） 合理的配慮とは（例）

その他、「字が書けないのに、代筆を認めない」など

※正当な理由がある場合や、障害者を優遇することは、不当
な差別的取扱いにはあたりません。

その他、「知的障害のある人のために、書類の内容をできるだ
けわかりやすく説明する」など
※費用がかかりすぎるなど、実施するための負担が大きすぎる
ときは、お互いに話し合って、他の方法を考えることになります。

障害があるからという理由
で、アパートを貸さない。

車いすを使っているからとい
う理由で、お店に入れない。

車いすを使っている人が通
れるよう、段差に簡易スロー
プを設置する。

聴覚障害のある人からの申
し出を受けて、筆談でやり取
りを行う。

不当な差別的取扱い
してはいけない
（禁止）

行政機関
（国・地方公共団体など）

民間事業者（個人事業者や、ＮＰＯ
などの非営利事業者も含む）

してはいけない
（禁止）

しなければならない
（法的義務）

するように努める
（努力義務）

すべての人にすべての人に

合理的配慮の提供
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今号の
主な内容

［2面］特定不妊治療費の一部を助成、低所得の高齢者向け年金生活者等支援臨時福祉給付金申請受付開始
［3面］避難行動要支援者名簿への登録を受付 ［9面］特別区職員Ⅰ類（事務等）（一般方式）募集
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